
○検証方法　　第2期羽幌町まち・ひと・しごと総合戦略推進会議（外部有識者）による検証（検証期間：令和5年11月20日～令和5年12月5日）
※評価の判断困難として「評価」欄の合計が100％にならないものあり。

指標 指標値 R4実績値

1 1 ①
空き店舗等の

有効活用

空き店舗や空き地の

積極的な活用によ

り、商工業の振興と

街なかの賑わいを創

出する。

○空き店舗情報のデータベース化と情報発信

○町民の需要に応じた起業者の誘致

○店舗改修、設備導入及び創業に係る支援（企

業振興促進補助事業）

○チャレンジショップの開設

0

空き店舗の活

用件数(R2～

R6計)

5件 0件

有効的である

　86％

有効的と言えな

い

0％

補助金の対象外ではあったが空き店舗が活

用されており、事業の一定の効果はあった

のでは。今後もホームページ・チラシ等を

活用し、創業希望者等に空き店舗情報の提

供や町と商工会が連携した相談業務など、

創業しやすい環境を整えていく必要があ

る。

2 1 ①

新商品の開発

と販路拡大支

援

地場産品の魅力の増

大や企業の新たな取

組みに対し支援を行

う。

○地場産品情報の都市圏への発信とマッチング

の推進

○商品開発に係る支援（企業振興促進補助事

業）

○農商工連携による商品開発

［関東圏を中心に本町の特産品を紹介し販路拡

大等のきっかけづくりとして、中小企業者等販

路拡大事業補助金や新製品開発・新サービス開

発支援事業にて事業者を支援］

0

新規販路契約

事業者数（R2

～R6計）

10社 0社

有効的である

57％

有効的と言えな

い

29％

実績がなく有効性の判断は難しいが、活用

されなかった原因や背景は検証が必要と思

う。外部イベントへの積極的な参加が図ら

れる連携体制が重要である。

3 1 ①
起業・経営支

援

若年層の起業意欲の

促進と、企業経営者

の積極的な経営施策

に対し支援を行う。

○相談窓口の開設

○定期的な起業セミナー等の開催

○起業を応援するための情報発信

創業無関心層を対象とした「創業機運醸成セミ

ナー」を開催

49

起業創業セミ

ナー参加者

(R2～R6計）

50人 59人

有効的である

100％

有効的と言えな

い

0％

中小企業診断士を講師に、高校生59名を対

象に「起業創業セミナー」を開催。多くの

ビジネスアイディアを生み出すことがで

き、有効的であったと評価する。

分

類

第2期羽幌町まち・ひと・しごと総合戦略登載事業　令和4年度事業検証結果一覧表

No 施策・事業名 事業目的・概要 事業内容
R4事業費

（千円）
評価 外部有識者による評価等

基本

目標

重要業績評価指標（ＫＰＩ）
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4 1 ①
6次産業化の

推進

地元で収穫又は水揚

げされた地場産品の

付加価値向上と効率

的な出荷を可能とす

る加工、保管及び出

荷に係るシステムを

構築する。

○新技術（設備）の導入等による地場産品のブ

ランド化

○地産地消や産業間連携の推進支援

6次産業化の取み（内部設備の整備、新製品の

開発経費）に対して補助

0

6次産業化取

組件数（R2～

R6計）

3件 0件

有効的である

72％

有効的と言えな

い

14％

実績がなく有効性の判断は難しい。引き続

き、新たに農林漁業の6次産業化助成制度を

活用する者に対する周知、相談業務の充実

と、新商品の開発や販路拡大に向けた支援

を検討してく必要である。

5 1 ②
農業従事者の

創出

新たな従事者の募

集、受入、指導まで

を一括して行うシス

テムを構築する。

○新規就農研修生の雇用と受入農家の確保

○受入体制の整備

［農業担い手協議会を中心に検討］

0

研修参加者数

（R2～R6

計）

5人 0人

有効的である

72％

有効的と言えな

い

14％

実績がなく有効性の判断は難しい。現状、

離農者の農地は近隣の農業者が耕作するこ

とで補えているものの、新規就農者の体験

実習、就農研修等の実績がなかったことか

ら、オロロン地区農業担い手確保対策協議

会（羽幌町、初山別村、遠別町）を中心と

して、新規就農者支援対策に更に取り組む

必要がある。

6 1 ②

1次産業後継

者及び新規就

業者等の育成

1次産業に従事する

若年労働力の育成と

定着化により後継者

等を確保する。

○農地取得等にかかる支援（農業後継者対策事

業）

○資機材の整備等に係る支援（漁業新規就業者

等育成事業）

4,204

農水産業にお

ける後継者及

び新規就業者

（R2～R6

計）

20人 4人

有効的である

　100％

有効的と言えな

い

0％

農業担い手対策として3名に就農祝い金を贈

呈しており、担い手の定着及び就農意欲の

向上につながっている。また、漁業におい

ては新規就業者等育成として1件の助成実績

があり、有効的と評価する。引き続き、事

業支援や経費の一部助成などを継続しつ

つ、高齢化が進む就業者層の解消に向け取

り組んでいただきたい。
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○検証方法　　第2期羽幌町まち・ひと・しごと総合戦略推進会議（外部有識者）による検証（検証期間：令和5年11月20日～令和5年12月5日）
※評価の判断困難として「評価」欄の合計が100％にならないものあり。

指標 指標値 R4実績値

分

類

第2期羽幌町まち・ひと・しごと総合戦略登載事業　令和4年度事業検証結果一覧表

No 施策・事業名 事業目的・概要 事業内容
R4事業費

（千円）
評価 外部有識者による評価等

基本

目標

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

7 1 ③

事業承継と雇

用のマッチン

グ

働きたい人と働く人

を必要とする町内企

業等のマッチングを

図る。

○従業員（継承者）を必要とする企業等と就労

を希望する方の情報集約とマッチング

［羽幌町中小企業持続化支援事業補助制度（設

備の導入・更新、店舗内装改修等に対する補

助）や羽幌町雇用促進助成制度にて支援]

0

マッチング件

（店舗）数

（R2～R6

計）

5件 0件

有効的である

72％

有効的と言えな

い

14％

事業承継と雇用のマッチングについて、3年

続けて実績なし。町内の事業者が減少し、

働く場所も限られており労働人口も少ない

ためマッチングは必要。事業の推進方法な

ど必要な取組を検討していく必要がある。

各種補助金の内容は有効的と考えるため、

制度の活用を促進すための周知徹底と、町

と商工会が連携し、町内企業等のマッチン

グを図っていく必要がある。

8 1 ③
企業誘致及び

異業種間連携

本町の環境に適した

企業の誘致と本町の

地場産品や取組に関

心のある企業等との

連携事業を展開す

る。

○工場等の立地に係る意向調査

○工場立地に係る支援（企業振興促進事業）

○民間企業や各種学校等との連携による新たな

雇用の創出

171

誘致する企業

等の数（R2～

R6計）

1社 0社

有効的である

86％

有効的と言えな

い

0％

札幌ベルエポック製菓調理ウェディング専

門学校や酪農学園大学、神奈川県海老名市

等と連携事業を継続しており、コロナ禍に

おいてもできる取組がなされており、有効

的だったと認められる。しかし、令和4年度

においても企業振興促進事業に係る工場等

の立地に係る助成実績はなかったことか

ら、地域の活性化に向けた施策の検討を

図っていく必要がある。

9 1 ③
雇用機会の拡

充

既存企業における新

規及び正規雇用を拡

大する。

○常用パート及び新規雇用に係る支援の継続と

支援対象者（障がい者）の拡大

［羽幌町雇用促進助成事業による補助］

7,080

新規雇用拡充

数（R6補助決

定者数）

20人 4人

有効的である

100％

有効的と言えな

い

0％

常用パート及び新規雇用に係る支援の継続

を目的とした雇用促進助成事業では、3件4

名の実績おなった。助成額増額により活用

件数が増えており、有効的と評価する。今

後も雇用機会の拡大及び雇用環境の充実を

図り、新規雇用を促す制度として企業等が

利用しやすい制度設計に努めていく必要が

ある。
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指標 指標値 R4実績値

分

類
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10 2 ①
既存資源の活

用

活用可能な財産を居

住拠点及びその資源

として有効に活用す

る。

○公共施設等解体跡地の宅地としての売却

○空き家対策計画の推進（空き家バンクの運

営）

○民間賃貸住宅情報の提供

3,000

空き家利用戸

数（R2～R6

計）

30戸 14戸

有効的である

72％

有効的と言えな

い

14％

制度の浸透が定着しており、空き家バンク

契約成立7件、空き家対策補助金による住宅

改修7件の実績があり、有効的と評価する。

今後も制度概要を幅広く周知し、空き家の

状態が悪くならないうちに利活用されるよ

う推進していく必要がある。また、公共施

設跡地についても、宅地として利用可能な

ものは積極的に売り払いを行っていく必要

がある。

11 2 ①
新たな住宅の

整備

公営住宅の建設や単

身及び世帯向けなど

需要に応じた集合住

宅の建設を促進す

る。

○公営住宅の計画的な建設

○集合住宅の建設に係る支援（民間賃貸住宅建

設助成事業）

121,441

民間賃貸住宅

建設戸数（R2

～R6計）

30戸 1戸

有効的である

72％

有効的と言えな

い

14％

民間賃貸集合住宅建設促進助成金制度につ

いて、需要調査により令和3年度から廃止と

なったが、町内全体における住宅需要を見

極めながら、再開等を検討していく必要が

ある。また、公営住宅についても長寿命化

計画に基づく整備が進められているが、既

存住宅の現状を見極めながら検討していく

必要がある。
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12 2 ②
魅力ある地域

の創出

本町が有する豊かな

自然、豊富な食材、

地域特性を売りに、

知名度向上と交流人

口の拡大を図る。

○従事者の意識向上及びコーディネーター等の

育成

○観光施設（自然公園（天売島・焼尻島）、道

の駅（はぼろ温泉、バラ園））等の整備と適正

管理

○地場産品（甘エビ、うに、めん羊等）や観光

資源を活用した観光交流イベントの実施

○日本唯一の海鳥専門施設「北海道海鳥セン

ター」を核とした自然環境に特化した研究事業

等の実施

○焼尻めん羊牧場の安定経営による地域産業と

しての持続

106,459

イベント満足

度（R2～R6

平均値）

80% -%

有効的である

57％

有効的と言えな

い

29％

実績がなく有効性の判断は難しい。令和4年

度においてもコロナの影響により集客を目

的とした町内での催しは中止となり賑やか

さが減少しているため、イベントの復活、

または創意工夫による新たなイベントの創

出を望む。

13 2 ②

情報発信と宣

伝普及活動の

強化

宿泊者等の町内滞在

者及び町外への情報

発信に必要な素材の

充実と積極的なPR

活動を実施する。

○様々な媒体や機会を活用したPR活動の実施

○広域による都市圏や他地域との交流事業の推

進

1,341

札幌市近郊及

び都市圏を対

象とした宣伝

事業実施回数

（R6数値）

12回 13回

有効的である

100％

有効的と言えな

い

0％

新型コロナの状況緩和もあり徐々に事業が

再会できており、宣伝PRの実施としては有

効的と評価できる。今後も、観光事業者と

の連携を図りつつPR効果の高い手法等を模

索し、積極的に取り組んでいく必要があ

る。
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14 2 ⑤
地域おこし協

力隊事業

都市圏等他地域から

本町で必要とされる

新たな人材を招聘す

る。

○地域おこし協力隊事業

［協力隊に係る経費、協力隊活動助成金、協力

隊起業支援補助金］

6,719
協力隊員定住

率（R6数値）
60% 50％

有効的である

100％

有効的と言えな

い

0％

令和3年4月から自然環境保全等推進業務担

当、令和4年4月から天売高校生徒募集等業

務担当として２名の協力隊を採用、有効的

と評価する。今後も必要な業務について精

査のうえ募集を行い、定住に向けた支援を

図る必要があると同時に、定住した協力隊

員がこれまで培った力を発揮できるよう支

援することが必要と考える。

15 3 ①

シングルマ

ザーの転入誘

致

子育てしやすい環境

を創出し、シングル

マザーの転入を促進

するための受け皿を

構築する。

○各種支援制度の構築と居住環境の整備 110
受入体制構築

度（R6数値）
5件 0件

有効的である

72％

有効的と言えな

い

14％

実績がなく有効性の判断は難しい。ホーム

ページやPRだけで移住を決める方はほとん

どいない。初期費用がかかり不便に感じる

部分もあると思われ、渡航費用や引越し費

用等の支援など体制の見直しも含めた検討

をすべき。今まで同様に相談窓口となり、

永く定住してもらえるよう努める必要があ

る。

No.6



○検証方法　　第2期羽幌町まち・ひと・しごと総合戦略推進会議（外部有識者）による検証（検証期間：令和5年11月20日～令和5年12月5日）
※評価の判断困難として「評価」欄の合計が100％にならないものあり。

指標 指標値 R4実績値

分

類

第2期羽幌町まち・ひと・しごと総合戦略登載事業　令和4年度事業検証結果一覧表

No 施策・事業名 事業目的・概要 事業内容
R4事業費

（千円）
評価 外部有識者による評価等

基本

目標

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

16 3 ②
出産までの支

援

子どもをつくりやす

い環境づくりを促進

する。

○妊娠（不妊治療含む）・出産に係る費用及び

精神的支援

○出産祝い品の贈呈

［保健師による妊産婦との面談、妊産婦健診や

出産時に係る助成等、新生児へのめん羊布団贈

呈］

3,204
合計特殊出生

率（R6数値）
1.66% 0.86

有効的である

100％

有効的と言えな

い

0％

令和4年度の出産件数は24件。KPIについて

は、基準を下回っているものの、保健師に

よる相談業務、妊産婦健診及び出産に係る

経費の一部助成など妊産婦の不安解消や経

済的負担の軽減が図られており、有効的と

評価できる。本町に出産可能な医療機関が

ないことから、今後も継続した支援を実施

していく必要がある。子育てをする親に対

するプレゼントも認識が深まっているが、

内容等の工夫は必要。

17 3 ②
子育て環境の

充実

子育て世代が望む時

代にあった子育ての

しやすい環境を整え

る。

○子育て世代の誰もが望む集いやすい環境の整

備

○相談（発達、育児等）及び保育機能等（一時

預かり、遊びの場の提供等）の充実

○子ども達に係る医療費の負担軽減

［認定こども園、私立幼稚園運営支援補助等］

170,137

子育てしやす

い満足度（R6

数値）

50% -%

有効的である

86％

有効的と言えな

い

0％

令和4年度においても待機児童はなく、各認

定こども園・幼稚園の取組により、保護者

の需要は満たされているものと考える。ま

た、乳幼児の発育に係る相談等も実施し、

保護者の不安解消に努められていること

や、中学生以下の医療費無償制度について

は、未申請者がなく保護者の負担軽減が図

られていることから、有効的と評価する。

今後も、子育て世帯のニーズに対し安定し

た支援を推進していく必要がある。

18 4 ①
地元高校への

進学者確保

地元高等学校の魅力

向上と通学しやすい

環境作りに努め、町

内外からの進学者を

確保する。

○高等学校の魅力化支援

○高等学校進学に係る経済的支援

○奨学金制度の拡充

○道内外中学校等に向けた宣伝ＰＲ

19,475

町内中学生の

町内高校への

進学率（R6）

80% 77%

有効的である

100％

有効的と言えな

い

0％

地元高校への支援事業、進学に係る経済的

支援については町内及び近隣町村の生徒が

羽幌高校を選択するする状況に寄与してお

り、有効的と評価する。また、天売高校関

しては、島外入学者が増加傾向にあり、学

生寮のほかに下宿が1施設新設されるなど、

島内でのの受入れ体制が強化されている。

今後も魅力ある高校への支援を期待した

い。
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○検証方法　　第2期羽幌町まち・ひと・しごと総合戦略推進会議（外部有識者）による検証（検証期間：令和5年11月20日～令和5年12月5日）
※評価の判断困難として「評価」欄の合計が100％にならないものあり。

指標 指標値 R4実績値

分

類

第2期羽幌町まち・ひと・しごと総合戦略登載事業　令和4年度事業検証結果一覧表

No 施策・事業名 事業目的・概要 事業内容
R4事業費

（千円）
評価 外部有識者による評価等

基本

目標

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

19 4 ②
児童生徒の学

ぶ機会の充実

学習や体験学習の場

の充実及び拡大を図

り、魅力ある学びを

提供するとともに郷

土愛を育む校外活動

を促進する。

○子ども自然教室事業 166
自然教室平均

参加率（R6）
65% 52%

有効的である

100％

有効的と言えな

い

0％

アンケート結果や子どもたちとの対話等に

より参加希望者は増えているものの回毎の

平均参加率が低い数字となっていることが

課題。異年齢の児童との活動により豊かな

情操や人間性を養い、郷土愛を育めてお

り、娯楽の場の提供という点でも大変良い

事業であり、有効的と評価する。今後も、

参加者等の意向を把握しながら適切な事業

の展開を期待するとともに、講座ごとに希

望者を募るなどの検討してみてはどうか。

補助決定件数

（地域活動）

（R2～R6

計）

50件 7件

貸付決定件数

（医療従事）

（R2～R6

計）

10件 6件

人づくり事業補助は、スポーツ活動を通じ

た子どもの接し方等の知識習得のための事

業として4件の活用があった。修学資金貸付

については、卒業者1名が看護師として就職

したほか、医療従事の貸付対象も順調に推

移しており、有効的と評価できる。今後も

制度概要等の周知を図りながら、利用しや

すい制度設計に努めていく必要がある。

4 ③20 人づくり事業

地域活動等に従事す

る町民の中から将来

のまちづくりを担う

人材を育成するとと

もに、地域医療を支

え志す将来の医療従

事者（人材）を育成

する。

○研修活動等に係る支援（人づくり事業）

○地域医療に従事する看護師等の育成（助産

師・看護師確保対策事業）

3,940

有効的である

100％

有効的と言えな

い

0％
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○検証方法　　第2期羽幌町まち・ひと・しごと総合戦略推進会議（外部有識者）による検証（検証期間：令和5年11月20日～令和5年12月5日）
※評価の判断困難として「評価」欄の合計が100％にならないものあり。

指標 指標値 R4実績値

分

類

第2期羽幌町まち・ひと・しごと総合戦略登載事業　令和4年度事業検証結果一覧表

No 施策・事業名 事業目的・概要 事業内容
R4事業費

（千円）
評価 外部有識者による評価等

基本

目標

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

21 4 ⑤
介護向け人材

の育成

高齢社会に向けた人

材の育成及び確保に

努める。

○高校生と介護職員の交流事業

○介護知識向上のための研修会等の開催

○介護職員の給与等の底上げの実施

［ケアマネージャーの交流及び技術向上等を目

的とした研修会の実施、資格取得に係る経費の

助成］

580

交流会及び研

修会実施回数

（R6数値）

2回 0回

有効的である

72％

有効的と言えな

い

14％

実績がなく有効性の判断は難しい。ケアマ

ネージャーの交流及び技術向上等を目的と

した研修会は資質の向上に寄与するもので

あり、内容を工夫して実施を検討してほし

い。また、介護職員の資格取得等について

は2名に対し費用を助成していおり、引き続

き事業所や病院、高校への周知を行い、受

験者の負担軽減、介護従事者の確保と介護

サービスの安定供給を図る必要がある。介

護以外の対象業種の拡大も検討されたい。

22 4 ⑤
高齢者向け生

きがい対策

高齢者の居場所、活

躍の場の確保に努め

る。

○老人クラブ活動事業 665

老人クラブ組

織数（R6数

値）

9団体 6団体

有効的である

100％

有効的と言えな

い

0％

高齢者が集い、軽スポーツや研修旅行など

生きがいや健康づくりに活発に取り組む老

人クラブの活動を支援することで、明るい

長寿社会づくりが図られており、有効的と

評価する。単位クラブの組織数が減少した

ことは残念ではあるが、今後の組織数維持

や新規会員の勧誘に対しての助言指導など

活動支援に努めていく必要がある。
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○検証方法　　第2期羽幌町まち・ひと・しごと総合戦略推進会議（外部有識者）による検証（検証期間：令和5年11月20日～令和5年12月5日）
※評価の判断困難として「評価」欄の合計が100％にならないものあり。

指標 指標値 R4実績値

分

類

第2期羽幌町まち・ひと・しごと総合戦略登載事業　令和4年度事業検証結果一覧表

No 施策・事業名 事業目的・概要 事業内容
R4事業費

（千円）
評価 外部有識者による評価等

基本

目標

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

23 4 ⑥

障がい者及び

高齢者等への

支援

バスその他の交通機

関の利用が困難な重

度の障がい者及び高

齢者等が、通院等で

ハイヤーを必要とす

る場合に、その費用

の一部を助成するこ

とにより、その者の

日常生活または社会

生活の活動を容易に

し、もって福祉の増

進を図る。

○福祉ハイヤー料金助成事業

［下肢等の障がいにより歩行が困難な者や当該

年度中に80歳に到達する者へ福祉ハイヤー利

用券を交付］

4,641
対象者利用数

（R6数値）
70% 46%

有効的である

100％

有効的と言えな

い

0％

令和6年度の目標指標値70%に対し45.8%

と対前年で微増。従来の1乗車で1枚の利用

から複数枚利用を可能としたことで利用率

が上昇しており、有効的と評価する。今後

も更に認知度を上昇させて継続していくと

ともに、年齢要件の検討も含め、制度が更

によいものになるよう努めていく必要があ

る。
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